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記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 
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事業種目 用水路工 
事 業 名 地 区 名 総事業費 

（内用地補償費）

2.8 億円 

（0.0 億円） 農地整備事業 犬飼
いぬかい

田野
た の

地区 

所 在 地 
事業採択 

予定年度 
着工予定年度 完成予定年度 

姫路市香寺町犬飼、田野 H29 H29 H31 

事 業 目 的 事 業 内 容 

本地区は姫路市北部に位置し、㈱アグリ香寺が 60a

区画のほ場整備済農地において水稲、小麦、大豆を生

産しており、新たな野菜作に取り組み、更なる経営の

向上をめざしている。 

用水路の管路化及び地下かんがいシステムの導入に

より、稲・麦・大豆の低コスト生産及び野菜の新規生

産を行い、効率的かつ安定的な農業経営を実現する。 

・用水路工 

- パイプライン       29.3ha 

- 地下かんがいシステム 29.1ha（畑 0.2ha 除く） 

・事業主体   兵庫県 

［負担割合 国 : 50%、 県  : 27.5%  

市 : 10%、 地元: 12.5% ］ 

評価視点 評価結果の説明 

(1) 必要性 

 

 

 

 

 

 

本地区は、昭和 50 年代の河川改修に伴い設置された揚水機等の取水施設を利用し、

平成 8年から 60a 区画のほ場整備を行ったが、現在、㈱アグリ香寺が地区の大半を営農

する中、老朽化した揚水機（3基）等の補修費や水管理労力が大きな負担となっている。

また、㈱アグリ香寺は、これらの問題を解決した上で、新たに野菜作に取り組み、更な

る経営の向上をめざしている。 

このような利水上の問題解決及び更なる経営向上のためには、水利施設の統廃合や水

路の管路化等による水管理の省力化と野菜の収量増を図る基盤整備が必要である。 

(2)有効性・効率性 

①有効性 

ア 事業効果 

 

労働時間の短縮による担い手の育成、作物生産の増加 

ａ）再整備及びこれに伴う機械の大型化による労働時間の短縮   

   ・10a 当たりの労働時間 水 稲  20.6hr  →  12.8hr（38%減） 

小 麦    3.4hr  →   3.1hr（9%減） 

大 豆  14.1hr  →  10.4hr（26%減） 

ｂ）担い手の育成 

  ・担い手数（認定農業者）    1 経営体 →  2 経営体（1経営体増） 

       （その他中心経営体） 1 経営体 →  0 経営体（認定農業者へ） 

   ※既存認定農業者は、株式会社アグリ香寺 

    ・担い手への農地集積       27.9ha →  28.3ha（集積率 97%） 

※人・農地プラン策定済（H26.11） 

   ※農地集積に当たっては農地中間管理事業を活用しており、今後更に活用予定 

【担い手への農地集積計画】 
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  現況（H28) 計画（H31） 

担い手数  2 2 

担い手の経営面積    ① 27.9ha  28.3ha 

（地区外を含む経営面積） (178.9ha） (179.3ha) 

 
内、㈱アグリ香寺の経営面積  23.5ha 23.9ha 

（地区外を含む経営面積） （171.9ha） （172.3ha） 

担い手以外の経営面積 ②  1.4ha *1.0ha 

計 （①＋②） 29.3ha 29.3ha 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
イ 費用便益比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 効率性 

 

 

 

 

 

 

 

 ｃ）野菜等の作付面積・生産量の増加 

・たまねぎ  3.5ha 増、238ｔ増（新規導入）  

・地下かんがいシステムの導入により見込む収量増 

 米：1.1 倍、麦・大豆：1.4 倍、たまねぎ：1.2 倍（全国事例より） 

【作付計画】                         （単位：ha） 

区分 
本地 

面積 

水田 畑 延べ作 

付面積 

農地利

用率※1 水稲 たまねぎ 小麦 大豆 小豆 野菜 

現況 29.3 19.6 0.0 11.3 4.8 2.7 0.2 38.6 132% 

計画 29.3 19.6 3.5 12.0 4.8 3.2 0.2 43.3 148% 

増減 ±0.0 ±0.0 +3.5 +0.7 ±0.0 +0.5 ±0.0 +4.7 +16% 

      ※1 農地利用率＝延べ作付面積／本地面積 

※2 稲（3品種）・麦（2品種）・大豆・小豆にたまねぎを組み合わせた作付体系 

※3 畑 0.2ha は、自給的農家が多品目の野菜を生産 

 

（総便益額Ｂ）／（総費用Ｃ）＝547 百万円／386 百万円 ＝ 1.42 

                                          (単位 千円) 

総便益額（Ｂ）※1 総費用（Ｃ）※2 

営農経費節減効果 129,885 
当該事業費 

（現在価値化換算後） 
251,742 

作物生産効果 332,221 
評価期間における予

防保全費・再建設費 
129,293 

維持管理費節減効果 16,317 
評価期間終了時点の

資産価値 
△48,863 

国産農産物安定供給

効果 
68,555 

事業着工時点の資産

価値 
54,114 

計 546,978 計 386,286 

※1 総便益額とは、評価期間43年（当該事業期間3年+40年）に発現する効果 

※2  総費用とは、評価期間 43年で必要な工事費と維持管理費等 

 

単位面積当たり事業費の妥当性 

単位面積当たりの事業費（用水路工）は、県下における他地区（用水路工（管水路））

と比較し、同等程度となる。 

  用水路工 
（ha） 

事業費計 
（千円） 

10a当たり 
事業費（千円） 

兵庫県他地区平均※   503 

犬飼田野地区 29.3 163,000 556 

  ※県下で過去10年以内に完了した県営ほ場整備事業（用水路工）の平均事業費 

(3) 環境適合性 

 

 

専門家の現地調査により、ほ場等に生息する次の希少種が確認されており、これらの

生息空間を確保するための対策を講じる。 

 また、事業看板等に県産木材を活用する。 

主な希少種 レッドデータ等のランク 対 策 

トノサマガエル 環境省：準絶滅危惧種 

排水路で確認され、今回排水路は施

工しないことから、工事上で影響の

ないように努める 

オケラ 兵庫県：Cランク 

取水源のため池堤体に生息してお

り、取水工設置で掘削した表土を仮

置きし、工事後に法面に貼り付ける 
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(4) 優先性 

 

 

㈱アグリ香寺では、再整備を契機に各支店の機械共同利用及び大型化など経営の効率

化を進め、米・麦生産の低コスト化や収益性の高いたまねぎの新規生産に取り組もうと

する機運が高まっている。 

「ひょうご農林水産ビジョン2025」に掲げる第１の施策項目「野菜等園芸作物の生産

拡大」及び第２の施策項目「土地利用型作物のブランド力向上」を先導する優先性の高

い地区である。 

 

  関係戸数 142 戸の事前同意率 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）図面等を参考として添付すること 
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船津 I C

平成29年度新規採択希望 農地整備事業 犬飼田野地区 位置図

ＪＲ香呂駅

ＪＲ仁豊野駅

犬飼田野地区

ほ場6－4

縮尺 1/25，000

県内位置図



犬飼田野地区 計画平面図

縮尺 1/5,000

航空写真地下灌漑(FOEAS)

パイプライン

受益地
水田

畑

工種等 記号
老朽化した既存揚水機場 (平田ﾎﾟﾝﾌﾟ)

→ 他２箇所と統合して改修

小麦栽培と湿害対策状況

地下かんがいシステム

区画割標準図

60a（100m×60m）

老朽化した既存揚水機場 （宮下ﾎﾟﾝﾌﾟ）

→ 他揚水機場と統合し、廃止

老朽化した既存揚水機場 (口戸ﾎﾟﾝﾌﾟ)

→ 他排水機場と統合して廃止

用水路の維持管理状況 用水路の取水管理状況

ほ場6－5

1
0
0
m

排水路

標準構造図（用水路）

W

W

W



１　スケジュール
工種

２　事業効果について
（1）費用対効果
 ① 総便益（Ｂ）の項目
事
業

 ② 費用便益比（Ｂ/Ｃ）算出根拠

（2）費用対効果に含まれない主な効果

・ 県土の保全（地下水のかん養、農地・農村における災害の抑制）

・ 農村の活性化

・ 地域交通の利便性の向上

犬飼田野地区

H29 H30 H31

実施設計

用水路工

Ｃ（総費用）

算出方法Ｂ（総便益）

ほ
場
整
備

地下かんがいシステムの導入により田畑輪換が容易になることに伴い、作付面積や収量
が増加する効果

①営農経費
節減効果

揚水機の統廃合や用水路の管路化による水管理の省力化等に伴い、営農に係る経費が
節減される効果

③維持管理
費節減効果

再整備により農業用施設の維持管理に係る経費が節減される効果

②作物生産
効果

ほ
場
整
備

農地整備
事業

①営農経費
節減効果

386

④国産農産物
安定供給効果

事
業

事業名

国産農産物が安定的に供給される安心感を国民が享受できる効果（農林水産省アンケー
ト調査結果をもとに算定）

129

※事業費

計

維持管理費

（百万円） （百万円） （百万円）
便益額

（百万円）

332

Ｂ/Ｃ
Ｂ（総便益）

代表的な効果

労働時間の短縮（水稲）
　　31.5→ 12.6時間/10a

作付面積の増加
　 小麦等3.6ha増

④国産農産物
安定供給効果

総費用

130

16

②作物生産
効果

ほ場6－6

施設更新による管理費減
 　揚水機の統廃合（3→2）

国産農産物の安定供給増69

547

注1）費用便益比算定：「土地改良事業における経済効果の測定方法について」（農林水産省構造改善局長通達）による
注2）※事業費は、当該事業費＋事業着手時点の既存施設資産価値－評価期間(43年）終了時点の施設資産価値
注3）四捨五入により計が合わない場合がある

③維持管理
費節減効果

1.42257


